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外来通院の高齢者患者を対象とした
栄養評価と社会的背景との関連の調査
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横須賀市内の診療所に外来通院している高齢者

の栄養状態と社会的背景との関連を明らかにし、

高齢者各個人の持つ社会的背景にどのようにア

プローチすれば、栄養状態を改善して、要介護

状態を回避できるのかを検討する。

【目的】



 外来患者（65歳以上）に研究協力を打診

→ 協力者66名、平均年齢：76.8歳
男性24名、平均年齢：76.6歳
女性42名、平均年齢：76.9歳

 協力を得られた患者を対象として以下の調査実施

・身体計測
・体組成測定
・食事摂取状況調査
・食事リスク評価
・社会的背景の聞き取り調査

【調査方法】



身体計測の項目

身長、体重
上腕周囲長
上腕三頭筋背側部皮下脂肪厚
握力

体組成測定の項目

体脂肪率
筋肉量
筋質点数

インナースキャンデュアル
（タニタ）





【解析】

〈社会的背景・食事リスク度・身体所見〉の関連を解析
→ どのような社会的背景が食事リスク度・身体所見に関
連しているのかを検討

社会的背景

食事リスク度 身体所見



質問項目

食事摂取状況：最近1ヵ月間の摂取食品

ごはん、パン、麺類・・・など24項目

食事リスク評価

①食事は健康のためにどれくらい大事だと思いますか？
②食事はひとりで食べることが多いですか？
・・・・・
など16項目

社会背景調査

①ご自宅では、どなたとお住まいですか？
②ご自宅に介護の必要な方はいますか？
・・・・・
など15項目



今回の解析項目

社会的背景 食事リスク度 身体所見

• 同居人数

• 子供の数

• 世帯収入

• 趣味の有無

• 外出頻度

• 食事リスク
評価の結果
をスコア化

• 体脂肪率

• 筋質点数

• 握力

スピアマンの順位相関係数の検定手法を用いて、 2変量の相
関関係を危険率5%で検定した。



【結果】同居人数
男性

社会的背景 食事リスク度 身体所見 相関

同居人数 食事リスク度 有

同居人数 筋質点数 有

同居人数 握力 無

同居人数 体脂肪率 無

女性

社会的背景 食事リスク度 身体所見 相関

同居人数 食事リスク度 無

同居人数 筋質点数 無

同居人数 握力 無

同居人数 体脂肪率 無



【結果】子供の数
男性

社会的背景 食事リスク度 身体所見 相関

子供の数 食事リスク度 無

子供の数 筋質点数 有

子供の数 握力 有

子供の数 体脂肪率 無

女性

社会的背景 食事リスク度 身体所見 相関

子供の数 食事リスク度 無

子供の数 筋質点数 無

子供の数 握力 無

子供の数 体脂肪率 無



【結果】世帯収入
男性

社会的背景 食事リスク度 身体所見 相関

世帯収入 食事リスク度 無

世帯収入 筋質点数 無

世帯収入 握力 無

世帯収入 体脂肪率 無

女性

社会的背景 食事リスク度 身体所見 相関

世帯収入 食事リスク度 無

世帯収入 筋質点数 無

世帯収入 握力 無

世帯収入 体脂肪率 有



【結果】趣味の有無
男性

社会的背景 食事リスク度 身体所見 相関

趣味の有無 食事リスク度 無

趣味の有無 筋質点数 無

趣味の有無 握力 無

趣味の有無 体脂肪率 無

女性

社会的背景 食事リスク度 身体所見 相関

趣味の有無 食事リスク度 無

趣味の有無 筋質点数 無

趣味の有無 握力 無

趣味の有無 体脂肪率 無



【結果】外出頻度
男性

社会的背景 食事リスク度 身体所見 相関

外出頻度 食事リスク度 無

外出頻度 筋質点数 無

外出頻度 握力 無

外出頻度 体脂肪率 無

女性

社会的背景 食事リスク度 身体所見 相関

外出頻度 食事リスク度 無

外出頻度 筋質点数 無

外出頻度 握力 無

外出頻度 体脂肪率 無



【結果】食事リスク度と身体所見の関連

男性

身体所見 相関

食事リスク度 筋質点数 無

食事リスク度 握力 無

食事リスク度 体脂肪率 無

女性

身体所見 相関

食事リスク度 筋質点数 無

食事リスク度 握力 無

食事リスク度 体脂肪率 有



【結果のまとめ】

男性

社会的背景 食事リスク度 身体所見 相関

同居人数 食事リスク度 有

同居人数 筋質点数 有

子供の数 筋質点数 有

子供の数 握力 有

女性

社会的背景 食事リスク度 身体所見 相関

世帯収入 体脂肪率 有

食事リスク度 体脂肪率 有



【考察と今後の展望】

今回の結果より、健康維持・増進に関連する社会的因
子は、男性では「同居人数」、「子供の数」、女性では
「世帯収入」であると考えられた。

また、女性では「食事リスク度」と「体脂肪率」にも
相関があることが示された。

以上より、高齢男性が健康維持・増進するためには家
族の存在が重要であり、高齢女性には経済的状況が重要
であると考えられた。

今後はさらに対象数を増やして解析を進め、高齢者の
健康維持・増進に必要な社会的因子を模索し、高齢者医
療の適切なあり方を構築するために役立てたい。
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